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押
財
産
を
次
の
と
お
り
公
売
一
字
三
ツ
石
、
畑
山
口
似
二
十

一
歩

し
守
す
の
で
、
妻

希

望

者

は

星

雲

の
上
御

室

く

だ

さ

一

大

村

市

宮
川
内
郷
七
九
八
番

(保
険
衛
生
課
)

一
字
三
ツ
石
、
畑
四
セ
ト
四
段

ム
公
売
の
H
時
昭
和
三
十
二
年
)
ム
そ

の

他

一

①
大
村
市
四
の
郷
字
mm外

一
六
三

五
月
三
十
日
午
後
二
時

一川
農
地
の
の
売
に
つ
い
て
は
県
知

一

審
、
田
三
セ
八
歩

ム
公
売
の
場
所
大
村
市
役
所
(
一

事
の
発
す
る
間
受
適
格
証
明
書

一
⑦
大
村
市
償
問
郷
字
高
縄
手
凶
五

保
険
衛
生
課
)

一
を
有
す
る
も
の
に
限
り
れ
売
を
一
番
第
二
、
間
三
セ
十
一一a

歩

ム
公
売
の
方
法

一
般
競
争
入
札

一

許

可

す

る

。

一

(ω大
村
市
凶
の
郷
平
中
小日ハ

O
十ハ

ム
開
札
の
日
時
、

場

所

入
札
終

一
ω間
話
加
入
権
の
《
売
に
つ
い
て一

蒋
の
二
、
山

一
セ
l
一
歩

了
後
即
時
、
大
村
市
役
所

(
保
一
は
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

一
冊
大
村
問
所
場
郷
平
江

A
七
O
瓦

険
衛
生
課
)

s

一

な
い
場
合
に
は
売
却
決
定
者
取

一

審

ω
一
、
同
じ
セ
ト
一一
渉

ム
入
札
加
入
保
証
金
入
札
金
額

一

り
消
す
。

一
例
大
村
山
一ニ
h
F

郷
千
松
山
六一ハ
四

の
百
分
の
五
以
上

一小川
公
売
時
の
入
札
心
得
は
入
札
の

一
帯
、
凹
七
セ
ト
七
捗

ム
代
金
納
付
の
方
法
即
納

一

時山開
示
す
る
。
一
@
大
村
市
開
陳
郷
宇
一
山
川
八
一
七

ム
最
低
公
売
価
格

別

途

公

告

す

一

ム

公

亮

物

件

一

審

、

回

一一反一

畝
凶
渉

る

一

①
大
村
市
徳
泉
川
内
郷
字
上
徳
泉
一
①
大
村
市
森
閑
郷
字
土
中
山
凶

一

七
帯
、
畑

一
畝
二
十
五
歩

⑮
大
村
市
並
M
m
郷
字
開
畑

二

O

番
の

一
、
畑
三
セ
四
渉

の
大
村
市
市
川
相
郷
字
河
本
松
八
四

五
番
、
畑
八
セ
二
十
歩

⑫
大
村
市
一
ニ
の
郷
宇
杉
ノ
久
保
七

九
五
番
、
則
二
セ
二
十
九
歩

⑬
大
村
市
首
川
川
内
郷
字
小
久
保
六

九
一一

日蒋
ノ
第
一
、
州
三
セ
ト
歩

⑪
大
村
市
小
川
町
口
郷
字
栄
都
世
陪
一

七
六
柘
ノ
一

、
宅
地
七
十
八
坪

⑬
大
村
市

一
同
四
番
地
点
目
問
者
号

大
村
市

一
O
Oの
打
者
、
木
造

瓦
茸
市
味
合
山

一
一
棟
、
組
坪
十

八
昨
六
台
二
勺

⑬
大
村
市
玖
同
郷
六一一
帯
家
扉
審

再
開
郷
一
ニ
六
帯
の
二
、
木
造
と

ん
L
f
ん
野
平
家
'前
例

一
棟
、
趨

坪
八
円
冗
合
八
h
J

⑪
電
話
加
入
権
大
村
同
九
四
四
番

公
売
お
知
ら
ぜ

ω
日
・
土
地
=
家
屋
な
ど

昭和 32年 5月 20日

5月 31日は
自縛車・荷車税(会期分)

の納期限と、固定資産税(

第 1期庁) の督促期限です

未納の方は早く納めてください

(税務課)

(一)

昭
和
三
十
二
年
度
柑
橘
の
背
酸
ガ
ス
照
燕
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
材

(紙
天
幕
)
購
入
に
要
す
る
資
金
借
入
希
望
の
向
は
、

五
月
末
日
ま
で
農
協
へ
申
請
留
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
貸
付
決
定
時
期
は
、

六
月
末
に
な
っ
て
い
ま
す
の

(
股
林
諜
)



圃
次
の
と
お
り
槻刷新
が
則
被
さ
れ
ま
し

λ

ハ
川山
山刊
訓川氏
ヘ
日
間
正
男
)
宅
九
O
一二
番
ム
財
杭
mM民

「一
山
到
す
一
ホ
ヘ
)

J
i

五
六
七
軒
A
Mγ
品川
内
却
長

「れ
川

抑
)
山
口
問
六
九
都

空
の
玄
関
ぃ
了
突
呪

(二)

J、

本

年

度

大

村

空

港

渡

式子毒

機

中

(才139号)りよだ政市村大昭和 32年 5月 20日

民!日航空司長代河川、ら相徳三佐ら に感謝;[.1;を贈呈

お

わ

る

原

l
嬉
野

虚
空
蔵
山
(
コ

l
ス
未

定
)

黒
木
}
金
泉
寺

l
五
ケ

原
一金
泉
寺

一
泊
二
九

重
山
(
コ

l
ス
未
定
)

九
月
、
十
月
黒
竪
山
(
コ

l

ス
未
定
)

十
一
月
黒
木

l
鳥
甲
山
!
大

多
武

十
二
、
一
月

雲
仙
(
コ
ー
ス

未
定
)

ム
六
月
の
計
画
に
つ
い
て

集
合
場
所
、
時
間

大
村
駅
前

ま
た
は
千
綿
駅
前
、

六
月
九
日

(
日
)
午
前
七
時
三
十
分

(大

村
駅
七
時
一二
十
八
分
発
上
り
佐

川
保
行
に
乗
車
)

申
込

職
場
ま
た
は
団
体
で
取

り
ま
と
め
、
そ
の
代
表
者
が
六

月
五
日
ま
で
に
教
育
委
員
会

(

神
以
)
に
申
込
む
乙
と。

な
お
、
こ
の
場
合
氏
名
と
代
表

者
の
連
絡
先
も
明
記
す
る
乙
と

会
資
(
無
料
、
但
し
旅
盟
実
費

各
自
負
担
)

参
加
資
格
(
老
若
男
女
を
問
わ

ず

)

(

市

教

委

)

七
月

/に
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感
況
だ
っ
十
ぃ

一

新
生
活
作
品
展

一

第
二
回
新
生
活
作
品
展
示
会
は
四
一

月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で一

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

一

保

育

児

童

へ

贈

物

池
田
保
育
所
(
白
出
・
ロ

-m至
泣
・

4

・8
)

名

一
数

量

一

立

が

一幼
児
絵
本

一十
一一
冊

一

。

ム
弟

子

飴

一日
百
円
相

一池
田
十
区

。

一積

ポ

一首

相
一池
田
九
区

一
リ
ス

r
ス

一

一

一

戸
リ

im一
本

~池
田
郷
朝
長
一
美

。

一ツ
リ
l
の
飾

一五
点

一油
国
十

一
区
坂
本
本
秋

、1
、8
一コ
ム
風
船
及
び
一

一

3

一紙一風
船
剣

一各
六
十
純
一長
崎
市
城
山
町

馬
場
一番
麿

一幼
児
絵
本

一一一十
冊

τ田
郷
山
口
ト
モ

m一
一

十
五
キ
ロ
一

一五
百
個

一西
大
詩
人
会

一百
五
十
匁
一

一五
キ
口

一池
田
郷
坂
口
婦
人
会

一五
百
個

一三
浦
婦
人
会

一

一

一二
十
二
冊

羽
田
十
区
稲
葉
優
美
子

一一孟

一杭
出
津
住
宅
藤
原
静
子

一百
五
十
部
一

百
五
十
部
一

一四
ダ
!
ス
一
長
崎

市
城
山
町

a括

竣

工

長
崎
県
の
空
の
玄
関
と
し
で
設
櫨

て
、
大
村
航
m
ut-
隊
の
嬬
隊
飛
行
一巾
四
十
米
、
着
陣
帯
延
長
千
三
百

さ
れ
た
民
間
航
空ムへ
村
但
泊
の
峻
を
行
い
、

ま
た
知
寓
令
山
般
の
手
一

八
十
米
、
巾
百
五
十
五
米
、
誘
導

工
引
渡
式
は
、
主
月
十
日
午
後
一

で
金
斧

一
せ
ん
、
五
色
の
花
び
一路
二
本
百
2

平
米
、
エ
プ
ロ
ン
四

時
三
十
分
か
A
同
明
治
滑
走
路
で

ら
や
詰
め
た
ク
ス
玉
が
剖
ら
れ
一千
九
百
九
十
二
平
方
米
、
駐
一肌
場

辻
村
陸
上
自
衛
隊
第
四
管
民
総
監

平
和
の
嶋
が
滑
走
路
上
空
に
耕
一道
路
、
排
水
瀞
な
ど
か
轄
備
さ
れ

有
村
海
上
自
衛
隊
佐
川
保
他
方
総

い
上
り
、
同
空
港
の
晴
れ
の
門
一使
用
機
械
は
二
十
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

常
代
理
、
久
保
大
村
航
担
隊
司
令
出
を
祝
福
し
た
。

一ク
レ
ー
ン
な
ど
十
四
顧
類
に
上
り

竹
松
、
大
村
岡
駐
と
ん
也

1
今、

-

一

良
か
ら
ロ

l
ド
ラ
l
四、

ク
ラ
ツ

土

-M
h

一作
業
隊
員
の
努
力
実
る

一

関
口
航
空
局
長
代
理
、
県
旬
琴
代
一

一シ
ヤ
|
八
、
散
水
車

一
台
が
応
援

理
山
本
商
工
水
院
部
長
、

金
子
県
一滑
走
路
の
整
備
作
業
は
竹
松
部
陸
一総
工
事
費
は
九
百
七
万
四
平
会
円

議
会
議
長
、
地
一元
か
ら
大
村
市
長
一桐
徳
三
佐
以
下
百
五
十
名
が
当
り
一
で
あ
る
。

森
市
議
会
議
長
月
悉
料
、
関
係
者
一本
年
二
月

一
日
着
工
、
九
十
九
日

一

な
お
、

今
待
-滑
走
路
表
面
の
ア

約
二
百
名
が
出
席
、

そ
ぼ
降
る
小
一間
で
延
二
万
八
千
名
の
作
業
人
員
一
ス
フ
ア
ル
ト
舗
装
工
事
が
行
わ

雨
の
中
で
行
わ
れ
た
。

一を川
町し
整
地
而
積
二
十
三
万

一
千
一

れ
本
年
度
内
に
は
三
十
人
乗
り

式
は
竹
松
部
隊
作
業
隊
長
相
徳
一五
百
平
方
米
(
約
二
十
三
町
少
)
一

の

一
審
機
が
飛
ぶ
予
定
で
あ
る

三
佐
の
作
業
終
過
報
告
に
つ
い

一滑
走
路
の
延
長
千
三
百
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